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ハ ウ ス 周辺植物の TSWV 感染実態

トマ トお よ び ピ ーマ ン 黄化 え そ 病 は TS羽rV ( トマ ト
黄化 え そ ウ イ ル ス ) に よ る ウ イ ノレ ス 病の一つ で， 我が 国
では 1970 年代 に 小 畠 ら ( 1976) が奈 良県 の トマ トで，
宇田 川 ( 1976) が神奈 川県の トマ トで， 米 山 (1980) が
茨城県の ピ ーマ ン でそ れ ぞれ確 認 して い る が， そ の発生
は地 域的 な も の に 限定 さ れ て い た 。 とこ ろ が， 近年，
TSWV を媒介す る ミ カ ン キ イ ロア ザ ミ ウ マの 分 布拡大
ととも に ， 本病 も 全 国各地 で発生す る よ う に な っ た (加
藤 ・片山， 1998 ; 花田， 1999) 。

ミ カ ン キ イ ロア ザ ミ ウ マ は 1990 年 に 千葉 ・ 埼玉両県
で確 認さ れた侵入害虫 で ( 早瀬 ・福田 ， 1991) ， そ の後，
全 国各地に 被害が拡大 して い る (片山 ・ 多々 良， 1994) 。
千葉県 では 1 993年 ご ろ か ら ミ カ ン キ イ ロア ザ ミ ウ マが
キ ュ ウ リ， ピ ーマ ン な ど多 く の作物 で深刻 な 問 題 とな
り ， 1995 年 に は本種が多発 した ピ ーマ ン 圃場 に お い て，
賛化 え そ 病が確 認 さ れた 。 TSWV は 数種の ア ザ ミ ウ マ
類に よ っ て伝搬 さ れ る が， ミ カ ン キ イ ロア ザ ミ ウマは伝
搬効率が特 に 高い と言わ れ て い る (WUKMIP ら ， 1995) 。

TSWV は 多 氾性 であ る こ とか ら ， 雑草 は TSWV の
重要 な 伝 染 源 であ る (加 藤 ・片 山， 1998 ; 木 村 ら ，
1997 ; 小 畠 ら ， 1984 ; 竹 内 ら ， 2000) 。 そ こ で， トマ ト
ま た は ピ ーマ ン黄化 え そ病が発生 した 4 薗場 とそ の 周辺
に生育 して い る 雑草， 草花お よ び野菜の TSWV の感染
状況を 3年 間に わ た り 調査 した とこ ろ ， 黄化 え そ 病が発
生 して い る 闘場 周辺の植物 に TSWV が感染 し， そ れが
再び 圃場の作物 への伝染源 とな っ て い る こ とが確 認さ れ
た 。 ま た ， こ れ ら の値物の 中 でも い く つ かの積が特に問
題 であ る こ とな ど も 明 ら か に な っ た の で紹介 した い 。

子

あ っ た 。 圃場 1 では 1 996 年 夏 に 黄化 え そ病が 初発生 し，
確 認が 遅れた た め激 しい 発病 とな り ， 最終的 に 1 00%近
く の株が発病 した 。 97 年 は既 に 苗床 で発病が確 認 さ れ
た が， 発病株の 抜 き取 り とア ザ ミ ウ マ の 防除 で20%程
度の発生に とど ま っ た ( 図一 1 ) 0 1998 年 は 育苗期か ら 防
除 を徹底 し， 本 圃での発生 は 全 く 認め ら れ な か っ た 。

1997 年 11 月 �98 年 7 月 に 計6 回， 圏場 1 周辺の植物
を採 集し， TSWV の感染 の 有無を調査 した 。 ウ イ ル ス
の検定 は TSWV-O (普通 系統) を ウ サ ギ に 免役 して 得
ら れ た 抗血清 (茨城県生物工学研究所 よ り 分譲) を 用
い， DAS-ELISA 法 に よ っ て 行っ た 。 吸光度が ネ ガ テ
ィ プ コ ン トロー jレの 3倍以上の数 値を 示 した も の を 陽性
とした 。 そ の結果， 合 計18 種 88 検体の い ずれの植物か
ら も ウ イ ル ス は検 出さ れ な か っ た 。 98 年 夏 に トマ トで
発病が阻止さ れた 要 因の一 つ に ， こ の 年， TSWV の 雑
草等 での越冬がほ とんど な か っ た こ とが 挙げ ら れ る 。
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発生 と 周辺植物 か ら の TSWV の検出
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園場 2 の トマ トは 8 月 上 旬に 定 植 し， 12 月 下旬ま で
栽培した 。 前 作 は ウ リ であ っ た 。 園場 2 も 圃場 l と同
様， 1996 年 9 月 に 黄化 え そ 病 の 初発生 を 確 認 した が，
そ の 後 の 防 除 で発病 は抑制 さ れ， 最終 的 な 発病株率 は
30%程度 であ っ た 。 97 年 も 初期 の 発生 は 96 年 と同 程度
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園場 1 の トマ トは 7 月 中 旬に 定 植 し， 12 月 下 旬に 栽
培を 終了す る 抑制栽培圏場 で， 前作 は ウ リ とダイ コ ン で
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図 ー 1 抑制栽培 ト マ ト に お け る ト マ ト 黄化 え そ 病 の 発生

推移

9月 6 日。
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で あ っ た が， 最 終 的 に は 前年 を上回 る 発病株率 とな っ た
( 図ー1) 。 さ ら に ， 98 年 は 97 年以上の発病であ っ た 。

圏場 1 と同様 の 方 法 で， 困場 2 の 周辺植物 に お ける
TSWV の検 出を した 結果 を 表ーl に 示す。 1997 年 1 1月
に は TSWV は検 出さ れ な か っ た が， 98 年 3月に は オ
オア レ チ ノ ギ ク ， オラ ン ダ ミ ミ ナ グサ， ハコ ベ， ホウ レ
ン ソ ウ お よびカ ラ シ ナ で， 4月に は ホウ レ ン ソ ウ とナ デ
シ コ で TSWV が そ れ ぞれ確 認さ れた。 そ の 割合 は 全供
試検体の 6.3�20.7%で あ っ た 。 ホウ レ ン ソ ウ に 寄生 し
て い た ア ザ ミ ウ マ類 を捕獲し， WUKMIP ら ( 1993) の方
法 に 準 じて ， 1頭ずつ TSWV の保毒の 有無を調査 した
とこ ろ， 56頭の う ち ミ カ ン キ イ ロア ザ ミ ウ マ成虫 1頭
で 保 毒 が 確 認 さ れ た 。 5， 6月の 調 査 で は， 3�4月に
TSWV が検 出さ れ た 穫を 含 む い ずれ の 植 物 か ら も
TSWV は検 出さ れ な か っ た が， 7月に は 圃場 2 の脇 で
栽培さ れて い た ピ ーマ ン (1 株) で黄化 え そ 病が発 生し
て い た 。 園場 2 は 図場 l と奥 な り 1998 年春 に 闘場 周辺

図 - 2 闘場 2 の脇の TSWV 感染ホ ウ レ ン ソ ウ

表 - 1 ト マ ト 策化 え そ 病が 1 996�98 年 に 発生した 図場 2叫 の周

辺植物 に お け る TSWV の検出状況

調 査 月 日 植物種数 検体数
TSWV 

検出率
検出 さ れた植物

1997 年

1 1 月 6 日 6 10  。
1998 年

3 月 4 日 1 1  29 20 . 7  オ オ ア レチ ノ ギ ク ， オ

ラ ン ダ ミ ミ ナ グサ， ハ

コ ベ， ホウ レ ン ソ ウ

3 月 16 日 5 15 1 3 . 3  ホ ウ レ ン ソ ウ ，

カ ラシ ナ

4 月 21 日 8 48 6 . 3  ホ ウ レ ン ソ ウ ，

ナ デ シ コ

5 月 20 日 11 16 。
6 月 25 日 4 22 。
7 月 9 日 5 8 12 . 5  ピ ー マ ン

注) 叫 噂 ト マ ト ・ ハ ウ ス 抑制栽培 (7 月 中句定植， 1 2 月 下旬栽培

終了 ) .

の 多 く の植物 に TSWV が感染 して て い た こ とが， 1998 
年夏の ト マ ト での発病 に つ な が っ た と考え ら れた 。

皿 シ シ ト ウ ( 圃 場 3) に お け る 黄化 え そ 病

の発生 と 周辺植物 か ら の TSWV の検出

圃場 3の シ シ ト ウ は 3月上 旬に 定植 し， 1 1月下 旬ま
で栽培す る 半促 成 栽 培で あ っ た 。 園場 3に お い て も
1996 年春 に 初め て 黄化 え そ 病が発 生した 。 対応の 遅れ
に よっ て 6月に は激発 した こ とか ら ， 途中 で栽培が放棄
さ れ た。 97 年 は 4月16日に 0.5%が発病 した が， 発病
株を抜 き取 り ， 薬 剤に より ミ カ ン キ イ ロア ザ ミ ウ マ を 防
除 した とこ ろ， 発病株 は 5月14 日に 0.2%とな り ， そ
の 後 は 全 く 発病 しな か っ た 。 1998 年 は栽培期 間を 通 し
て 全 く発病 しな か っ た。

1996 �98 年 に 前記問機の 方法 で 園場 3の 周辺植物 に
お ける TSWV 検 出の 調 査 を 行っ た 。 そ の 結 果 を 表ー2
に示す。 96 年 10月に イ ン ゲン， シ シ ト ウ お よび ラ ッ カ
セ イ で， 97 年 4月に ノ ボ ロギ ク ， ヨ モ ギ お よび オニタ
ビ ラ コ で TSWV が そ れ ぞれ検 出さ れた が， そ の後 は 周

辺植物か ら は TSWV が検 出さ れ な か っ た 。 圃場 3 周辺
は 97 年春 ま で TSWV に 汚 染 さ れ て お り ， こ れが伝染
源 とな っ て， そ の 年， シ シ ト ウ で も 発病 した が， 98 年
冬~春に は回場 3 周辺植物 に お ける TSWV 感染 は 極 め
て 低く ， そ れが 98 年の シ シ ト ウ での無発病 に つ な が っ
た と見ら れた。

表 ー 2 ピ ー マ ン業化 え そ病が 1 996 年 に 多発生， 97 年 に わ ず か に

発生 し， 98 年 に は発生 し な かっ た 悶場 3叫 の周辺植物 に お

け る TSWV の検出状況

TSWV 
調 査 月 日 植物種数 検体数

検出率

1996 年

検出 さ れ た 植物

10 月 2 日 1 1  32 15.6% イ ンゲン， シ シ ト ウ ，

ラ ッ カ セ イ

1997 年

4 月 9 日 17  33 15. 2 ノ ポ ロ ギ ク ， ヨ モ ギ，

オ ニ タ ビ ラコ

5 月 9 日 12 38 。
5 月 23 日 16 46 。
1 0 月 2 日 10  16 。
1 1 月 6 日 8 13 。

1998 年

3 月 24 日 9 1 7  。
4 月 21 日 16 27 。
5 月 20 日 13 20 。

主主 n) : シ シ ト ウ : ハ ウ ス 半促成栽培 (3 月 上 旬定植， 1 1 月 下旬

栽培終了l.

一一一 26 一一一
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w シ シ ト ウ ( 圃 場 4) に お け る 黄化 え そ 病

の発生 と 周辺植物か ら の TSWV の検 出

圃場 4 の シ シ ト ウ は 4 月 上旬 に 定植 し ， 1 1 月 中 句 ま

で栽培 し た 。 圃場 3 と 同様 に 1996 年春 に初 め て発生 し，

96， 97 ，  98 年 の い ずれ の 年 も 最終的 に 激発状態 と な つ
か， .... 。

圃場 4 の 周 辺植物 に お け る TSWV 検出 の 調査結果 を

表一3 に 示 す。 1996 年 10 月 に 園 場 4 の 脇 の ダ リ ア か ら

TSWV が検出 さ れた た め ， 除去 し た 。 97 年 6 月 に は 闘

場内の シ シ ト ウ で発病が確認 さ れた が， 園場周辺の植物

か ら は TSWV は検出 さ れ な か っ た 。 シ シ ト ウ で多発生

と な っ た 9""'10 月 に は ス ベ リ ヒ ユ と チ チ コ グサ モ ド キ で

TSWV が検出 さ れた が， 1 1 月 に は 1 1 種 31 検体の植物

の い ずれか ら も TSWV は検出 さ れ な か っ た 。 翌年の 3

月 に オ オ ア レ チ ノ ギ ク と ナ ズ ナ で， 4 月 に は ホ ウ レ ン ソ

ウ で TSWV が検 出 さ れた 。 TSWV が検 出 さ れ た ホ ウ

レ ン ソ ウ の花 に は ア ザ ミ ウ マ類 ( ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ

マ ， ヒ ラ ズハ ナ ア ザ ミ ウ マ 等) が多数寄生 し て い た 。 ホ

ウ レ ン ソ ウ 除去後の 5 月 に は ホ ウ レ ン ソ ウ に 隣接 し た タ

マ ネ ギ で TSWV が検出 さ れ， ホ ウ レ ン ソ ウ と 同様 に ア

ザ ミ ウ マ類が多数寄生 し て い た 。 本圃場 は 園場 3 と 異 な

り ， 1996""'98 年 に 圃場 内 外 に 通 年 に わ た り TSWV が

存在 し て い た 。 こ の こ と が， 圃場 4 で毎年黄化 え そ 病の

発生 を繰 り 返 し た 要因 の ー っ と 恩わ れ た 。 本圃場周 辺 に

も ， 圃場 2 と 同様， ホ ウ レ ン ソ ウ が放任栽培 さ れ て お

り ， こ の よ う な状況 も TSWV の増殖， ま ん延 と 密接 に

関わ っ て い る と 思わ れ た 。

表 - 3 ピ ー マ ン質化 え そ 病が 1996 年， 97 年お よ び 98 年 に 多 発

し た 圃場 併 の周辺植物 に お け る TSWV の検出状況

TSWV 
調 査 月 日 植物種数 検体数 検出 さ れた植物

検出率

1996 年

10 月 2 日 4 

1997 年

6 月 24 日 6 

9 月 19 日 6 

10 月 2 日 1 1  
1 1 月 6 日 11  

1998 年
3 月 24 日 7 

4 月 21 日 6 
5 月 20 日 。

8 12 . 5% ダ リ ア

1 1  。

9 22 . 2  ス ベ リ ヒ ユ

18 5 . 8  チ チ コ グサ モ ド キ
31  。

22 18 . 2  オ オ ア レ チ ノ ギ ク ，
ナ ズ ナ

22 9 . 1  ホ ウ レ ン ソ ウ

3⑪ 10 . 0  タ マ ネ ギ

6 月 19 日 15 33 0 

注) 叫 : シ シ ト ウ : ハ ウ ス 半促成栽培 (4 月 上旬定植， 11 月 中旬

栽培終了l .

V 雑草 に対す る TSWV の接種

ト マ ト お よ び シ シ ト ウ 圃場周辺 に 生育 し て い る 主要 な

雑草の TSWV 感受性 を 明 ら か に す る た め に ， 3 回 に 分

け て 試験 を 行 っ た 。 種 子 か ら 育苗 し た 雑草 の 幼 苗 の 葉

1""'2 枚 に ， 擢病 ト マ ト の 20 倍糧汁液 (O . l M リ ン酸緩

衝液 に 亜硫酸ナ ト リ ウ ム 0 . 1 % を 添加) を 常 法 に 従 っ て

接種 し た 。 接種約 3 週間後 に 病徴 を 観察す る と と も に ，

上 位 葉 を 採 集 し ， 前 記 に よ る DAS-ELISA 法 に よ り

TSWV を検出 し た 。

そ の 結果 を 表-4 に 示 す 。 オ ラ ン ダ ミ ミ ナ グ サ は 5 株

中 1 株で上位薬が黄化 し ， え そ 輸紋 を 生 じ た 。 他の 4 株

の上位葉 も や や黄化 し た 。 ELISA に よ る 反応 は 5 株 と

も 明瞭な 陽性で あ っ た 。 オ オ イ ヌ ノ ア グ リ は 5 株中 1 株

で上位葉が え 死 し ， TSWV が検出 さ れ た 。 オ オ ア レ チ

ノ ギ ク は 無 病徴 で あ っ た が， 1 0 株 中 2 株 で TSWV が

検出 さ れた。 ヒ メ ム カ シ ヨ モ ギ は 接種葉 に え そ 斑点が生

じ た が， 上位葉か ら は TSWV は 検 出 さ れ な か っ た 。 チ

チ コ グサ モ ド キ は 試験 2 で 1 株 の 上位葉がや や 黄化 し ，

TSWV が 検 出 さ れ た が， 試 験 3 で は 発 病 は 認 め ら れ

表 -4 TSWV の 汁液接種 に よ る 雑草への感染状況

供 試 植 物

タ デ科
ナ デ シ コ 科
ア プ ラ ナ科

マ メ 科

ア カ パナ科

シ ソ 科

エ ゾ ノ ギ シ ギ シ
オ ラ ン ダ ミ ミ ナ グサ

タ ネ ツ ケ ノ fナ

ア カ ツ メ ク サ
カ ス マ グサ

コ マ ツ ヨ イ グ サ

ホ ト ケ ノ ザ

ゴマ ノ ハ グサ手ヰ オ オ イ ヌ ノ ア グ リ
キ ク 科 オ オ ア レ チ ノ ギ ク

ヒ メ ム カ シ ヨ モ ギ
ホ ウ コ グサ

ナ ス 科

ウ ラ ジ ロ チ チ コ グサ

チ チ コ グ サ モ ド キ

ヨ モ ギ

ノ ポ ロ ギ ク

セ イ ヨ ウ タ ン ポ ポ

ノ ゲ シ

オ ニ ノ ゲ シ

ト マ ト
シ シ ト ウ

TSWV の感染a)

試験 l同 試験 2 試験 3

0/10 

5/5 

0/5 

0/5 

0/5 

0/10 0/10 

0/5 

1/5 
2/10 
0/10叫

。/5

。/7

1/10 0/5 

0/5 

0/10 0/5 0/5 

0/10 0/7 

4/7 0/1 

10/10 0/2 0/5 

0/4 5/5 
3/4 4/4 2/5 

注) 叫 : 上位葉 を DAS-ELISA 法で検定 し た. 数字 は (TSWV

検出株数) / (供試株数) .
b) : 試験 1 は 9 月 12 日 播種， 10 月 14 日 に接種， 試験 2 は 10

月 17 日 に 播種， 12 月 1 日 に接種， 試験 3 は 1 1 月 13 日 に

播種， 1 月 8 日 に 接種 し， ガ ラ ス 室 で管理 し た .
叫 : 接種楽 に え そ 灘点 を 生 じ た .
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ず， TSWV も 検 出さ れ な か っ た 。 ノ ゲシ は 7 株 中 4 株
で黄化 え そ症 状を呈 し， こ れ ら の株か ら TSWV が検 出
さ れた 。 オニノ ゲシ は 試験 1 では 10 株 中 5 株 で質化 え
そ 症 状を 呈 し ， 全株か ら TSWV が検 出さ れ た 。 し か
し ， 試験 2 お よび試験 3では 発病 は 全 く 認め ら れ ず，
TSWV も 検 出さ れな か っ た 。 以上 の こ とか ら ， 今 回の
接種試験 では オラ ン ダ ミ ミ ナグサ， オオイ ヌ ノ フ グ リ ，
チ チ コ グ サ モ ド キ ， ノ ゲシ， オニノ ゲシ で感染が確 認さ
れたが， 反 復に より ばら つ きがあ り ， 感染 条件 は明 ら か
に できな か っ た 。 自然感染が 認め ら れた ヨモ ギ， ノ ボ ロ
ギ ク の場合， 接種に よる 感染は確 認さ れ な か っ た こ とか
ら ， 寄生性に つ い て ， さ ら に検討す る 必要があ る 。

お わ り に

小畠 ら ( 1984) は 圃場周辺雑草の う ち ， ノ ゲシ お よび
オニタ ビ ラ コ が ト マ ト 黄化 え そ 病の重要な伝染源 であ る
とし， 加藤 ・片山 (1998) は キ ク え そ病の 多発地域の コ
セ ン ダ ン グサ， ギ シ ギ シ な ど か ら TSWV を検 出し て い
る 。 jOHNSON ら (1995) は Jレ イ ジ ア ナ で越年性の 雑草の
オニノ ゲシ， ワ イ ル ド レ タ ス (Lacluca fioridana) ， ノ f
タ ー カ ッ プ (Ranuηculus sardous) を TSWV の伝染源
とし て 注 目 し て い る 。 今 回の試験 では， オオア レチ ノ ギ
ク ， チ チ コ グ サ モ ド キ ， ノ ボ ロギ ク ， ヨモ ギ， ス ベ リ ヒ
ユ な ど多 く の 雑草か ら TSWV が検 出さ れた 。 し か し ，
こ れ ら の 雑草か ら ， 毎 回TSWV が検 出さ れ る わ けでは
な し 夏 の 雑草であ る ス ベ リ ヒ ユ を 除 い て ， 3�4月に
集中 し て お り ， こ の時期 は， 雑草での ウ イ ル ス 濃度が 高
い と思われた 。 冬か ら 春 に か けて ハ ウ ス 内 に作物がな い
時期 は こ れ ら の越年性の 雑草が TSWV の 寄主 とな り ，

主え な 次 苦手 予事 告

次号9月号は， 下記原稿 を掲載予定 です 。
ス イ カ 果実汚斑 細菌病の発 生と防除

白 川 隆 ・島袋智志 ・松浦貴之
光反射 シ ー ト に よる コ ナ ジ ラ ミ 類お よび ア ザ ミ ウマ

類の 行動か く 乱 抑制 長塚 久

春以降， ト マ ト や シ シ ト ウ の苗床や本 闘に お ける 黄化 え
そ病の発生 に つ な が っ て い く と恩わ れた 。 ま た ， 調 査 を
行っ た 4 園場の う ち 2 画場 に つ い て は， 周辺でホウ レ ン
ソウ が放任栽培さ れ， こ の ホウ レ ン ソウ の 花 に 寄生 し て
い た ア ザ ミ ウマか ら TSWV が検 出さ れた 。 さ ら に ， 圃
場脇の ナデ シ コ や ダ リ ア か ら も TSWV が検 出さ れた 。
こ れ ら の こ とか ら ， 園場周辺の 雑草除去 は 言う に 及 ば
ず， い っ た ん質化 え そ 病が発 生し た 園場 では， そ の周辺
に TSWV に感染 し や す い越年性の野菜や 草花 を 栽培し
な い よう に す べ きであ ろう 。

今 回は， 黄化 え そ 病の発 生生態を 知る 上 で， 雑草を 中
心 とす る 圃場周辺植 物 の TSWV 感染 状況に 注 目 し た
が， 黄化 え そ 病の防除 を 考え る 上 では， ミ カ ン キ イ ロア
ザ ミ ウ マ を 中 心 とす る ア ザ ミ ウ マ類 とTSWV との詳 細
な関 係を 知る こ とも 重要 であ り ， こ の二つ を制御す る 事
に よっ て黄化 え そ病が効率 的 に 防除 できる と恩わ れ る 。
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